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1 、は じめ に

　 国立天 文台の 縣秀彦は 2001年か ら 2004年に

か けて、全国 8都道府県 の 小学生 （一部 、 中学

生 を含む）の 約 1，700 名 を対象に、理科の好 き

嫌い や天 文 の 知識 につ い て の ア ン ケ
ー

ト調査 を

実施 し、 そ の 結果を 2004年 9 月に開催され た

日本天文学会で発表 した。その 内容は新聞に も

大きく採 り上げられ、理科教育に携わる人 々 だ

けでなく、一般 の 人 々 に も大きな衝撃を与える

もの で あっ た。

　そ の 内容 とは、生徒に 「地球は太陽の周 りを

回 っ て い る」 と 「太陽は地球の周 りを回 っ て い

る」 の 2つ の 文章の なかか ら正 しい ほ うを選択

させた ところ、彼 らの 約 40％が 「太陽が地球の

周 りを回 っ て い る」 を選ん だ とい うもの で あ っ

た。また、人工衛星 と同 じよ うに地球の 周りを

回 っ て い る天体は ？」との 質問に対 して 、「太陽」

を選んだ もの が約 25％あっ た 。 さらに、太陽 と

地球の 関係 を図に示 して 選 ばせ た と ころ、約

40％の者が 「太陽が地球の周 りを回 っ て い る」

図を選んだ。

　 こ の 問題 に関して は様 々 な学会や研究会で と

り上げ られ、本学会で も多くの 発表がなされ 、
一

昨年の 『理科の教育』では特集も組まれたが、

そ の 後、こ の件に関しては
一

通 り意見が出尽 く

した の か議論は下火になっ て 、 最近で は
一
部の

関係者以外か らの 発言をあま り聞か なくなっ た。

　昨年 の 近畿支部大会におい て 、同じテーマ を

とり上げて発表 したが 、 12分内で筆者の考え を

十分に述べ る こ とが で きなか っ た。今回はそ の

続きと して、筆者が こ れ ま で に見聞きした様 々

な立場の意見を整理する とともに 、 自身の 考え

を述べ た い 。

2 、現行 の 学習指導要領にお ける宇宙 ・天文 に

関す る学習内容

学年 主な学習内容

小学 3 年 日陰の 位置の 変化 、 日向と比較

〃 4 年 月や星 の特徴や動 き、2〜3 の 星座

中挙 3 年 天体の 動きと地球の 自転 ・公転

3 、 地動説導入 に対す る主な意見

（1 ） 現状賛成派 また は現状容認 論

・太陽や月が東の 空か ら昇 っ て 、西の 空に沈ん

で い く様子 を、子 ども自身が しっ か りと自分の

目で確か め る こ と の 重要性

・小学校 の 理科は身近な 自然を直接体験 して 学

習す るの が本 旨で ある

・天 動説 を基礎とした月や星座 の 動 きを しっ か

りと理解 させ る こ とが大切

（2 ）地動説教育推進論

・近代科学に裏付けされた 自然観の 健 全な育成

こ そ 、現在 の 学校教育に求 め られる もの

・現在社会の 常識 に合わない

・日本の 生 徒の 学力 低下に つ なが る

（3 ）折衷論あるい は慎重論
・空間認識 の 発達段階 との 関連性、天文学授業

の 内容や進め方等に っ い て の 詳細な調査 と徹底

した 議論の 必要性

4 、 考察

　 どの 意見を聞い て も正 しい よ うに思えて くる

が、小学生 に理解が難 しい か らとい っ て 地動説

を中学 3年生まで後回 しに して い る現状は問題

で ある。地動説に基づ く太陽系の 概念や宇宙観

は、現代に生 きる我 々 に とっ て は 自然科学の 分

野 にお け る最も基本的な知識の ひ とつ で ある 。

　小学生に地動説を教えて も理解が で きない で

単な る知識 に終わるとい う意見もあ るが、その

ときに感 じた疑問や不 思議 さは、そ の 後の 学び

の 動機づ けとな り有用 で ある。
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